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SDGsにおける医療ICTの貢献分野
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３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
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我が国の医療機器市場

•平成28年の国内市場規模 ： 28,659億円 ・3.9% 
•輸出額 ： 5,840億円 ・4.0%
•輸入品国内出荷額 ： 15,564億円 ・8.0%
•輸入品国内出荷額－輸出額： 9,724億円 ・6.8%

医療機器は平成３０年度で１兆円の
輸入超過（推定）
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世界の医療機器市場

世界の医療機器市場は約５％／年で成長
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我が国の医療IT／ICT市場
我が国の医療IT／ICT市場

2025年（2016年比）
○新領域
■クラウド型電子カルテ 46億円（2.3倍）
■オンライン診療（遠隔診療）システム 42億円（10.5倍）
■地域包括ケアシステム／多職種連携システム 80億円（3.5倍）
■遠隔看視／在宅医療向けモニタリングシステム73億円（1.3倍）
■電子お薬手帳 410億円（1.2倍）

○既存領域
■診療所向け電子カルテ 169億円（1.5倍）
■病院向け電子カルテ 3520億円（1.4倍）
■医療画像システム 430億円（0.9倍）

合計5299億円（1.13倍）
９年で１３％（約1.5%の成長）
公費投入なしで成長は難しい

富士経済 医療情報システムの国内市場規模調査
JAHIS 保健医療福祉情報システムの市場規模予測に関する調査研究

シードプランニング 電子カルテ・PACS市場調査
MARKETSandMARKETS Research Private
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世界の医療IT／ICT市場

世界の医療IT市場

２０１６年 １５．４兆円（1340億米ドル）

１５．９％／年の急成長

２０２５年 ５８．２兆円（３．８倍）
医療機器を超える規模
世界市場規模の占有率は３％から１％に縮小

富士経済 医療情報システムの国内市場規模調査
JAHIS 保健医療福祉情報システムの市場規模予測に関する調査研究

シードプランニング 電子カルテ・PACS市場調査
MARKETSandMARKETS Research Private
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SDGsにおける医療ICTの役割
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１．医療ICTを我が国の巨大輸出産業に
今しかないチャンス

２．世界医療の投資効率の良い改善と
ジャパン医療ブランドの輸出

３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
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医療ICTを我が国の巨大輸出産業に

今しかないチャンス、
理由は・・・

世界中の病院が
インターネットに繋がっていなかった
医師がスマホを診療で使っては

ダメだったから
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医療ICTベンチャーとしてのチャレンジ

医療ICTベンチャーとしての取り組み
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医療ICTを診療現場に
モバイルアプリ“Join”を使った早期診断

医療機器認証・承認
日本 認証 (認証番号: 227AOBZX00007000)
米国 (FDA) 認証 (Listing Number: D245938)
欧州 (CE) 登録
ブラジル (ANVISA) 登録

医療機器プログラムとして日本初の保険収載
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診断時間 : 40分削減
直接的医療費 : 8%削減（＋予後・リハビリ・介護にも効果）

入院日数 : 15％削減
死亡率低下

Operation Date n CT/MRI to operation
(Average time)

In bed
(Average days)

Expense
(Average)

2013/09/01-2014/08/31 22 4：00 40.6 5,008,020 Yen

2014/09/01-2015/08/31 20 3:19 34.3 4,598,770 Yen

“Join”を使用した際の治療効果実績（脳卒中／脳血管出血対象）

東京慈恵会医科大学病院

医療ICTを診療現場に
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No. 日付 搬送元 疾患名 時間
過去症例
中央値
（平均）

備考

1 9/1 遠軽厚生病院 急性下肢動脈閉塞 63分 182分
（190分） 画像診断済みで来院

2 9/1 富良野協会病院 大動脈解離 31分 94分
（84分） 画像診断済みで来院

3 10/16 遠軽厚生病院 胸部大動脈瘤破裂 25分 85分
（101分）

画像診断済みで来院

4 11/2 富良野協会病院 大動脈解離 35分 94分
（84分） 画像診断済みで来院

5 12/4 富良野協会病院 大動脈解離・心タン
ポナーデ 8分 94分

（84分） 画像診断済みで来院

6 12/7 富良野協会病院 胸部大動脈溜
切迫破裂 150分

画像診断済みで来院
緊急度が低いと判断
ICU入室後に手術

＊

連携病院からの救急搬送症例に
おいて予後改善・医療費削減に繋がる早期治療を実現

平成28年モバイル端末やクラウド技術を活用した医療分野におけるセキュアな
情報連携モデルの実現に向けた調査研究報告書（総務省）より

医療ICTを診療現場に
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グローバル展開（現在12カ国で事業展開中）

East Asia(Japan, Taiwan)
１６００の医療・介護機関に導入、国内８０大
学中３５大学に導入、地域医療連携プロジェク
トや医療データの二次活用やパーソナルヘルス
レコードなどの公的プロジェクトにも多数採用

South America
ブラジル・チリ・ペルーの９０を超える急性期病
院に導入、１０の地域医療連携に採用、ブラジル
の消防等にも採用、3か国とも総務省事業で展開

North America
米国２５の中核病院、5大学、５０消防、
１２の地域医療連携に採用

EU(Switz,Germany,Spain)
スイス・ドイツ・スペインの中核病院に導
入、ドイツの消防や地域医療連携にも採用

MiddleEast
ドバイ・クウェートの中核病院に導入、ドバ
イハートセーフシティプロジェクトなど国家
プロジェクトに採用

Russia
メディカルツーリズム向け遠隔医療プロ
ジェクトに採用、モスクワの公立病院導入
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医療ICTベンチャーとしてのチャレンジ

日本の医療ICTベンチャーは、

グローバル大手とも渡り合える



17

フィリップス＆アルム 業務資本提携スキーム

2018年10月に業務資本提携を実施。
急性期医療領域世界最大手。
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フィリップス＆アルム プレスリリース

業務資本提携をオランダ本社・日本支社からリリース
2018年11月19日の日経新聞に掲載。
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GE Healthcare＆アルム 業務提携スキーム

Powered by 

Join と GE Healthcare社との包括契約を締結（11月
12日）、“医知の蔵”（医用画像の外部保管サービス）と
のシームレスな連携を実現。
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GE Healthcare＆アルム プレスリリース

業務提携を米国本社・日本支社から11月にリリース。
アジア全域の医療ICT事業の提携目指す。
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SIEMENS＆アルム 業務提携スキーム

Join とSIEMENSのteamplay（医療データを
最大限に活用する医療クラウドサービス）
とのシームレスな連携を実現

7月30日にシーメンスジャパンとリリース済み、
グローバル提携を2018年10月に実施。
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SDGsにおける医療ICTの役割

SDGsにおける医療ICTの役割

１．医療ICTを我が国の巨大輸出産業に

２．世界医療の投資効率の良い改善と
ジャパン医療ブランドの輸出

３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
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ペルーにおける医療ICTの取組み
南米ペルーにおける平成２９年度総務省委託事業
（プロジェクト予算２０万ドル公的予算１５００万円）

モバイル遠隔医療ネットワーク（事業終了後稼働中）
サンマルコス大学を中心に、ペルーの大学・専門病院５
施設をつなぐ遠隔医療基盤を構築。

ペルーにおけるモバイル遠隔医療の臨床効果を検証。
新人医師研修制度支援ネットワーク（事業終了後稼働中）
SERUMS（新人医師研修制度）に参加している新人医師
とサンマルコス大学の上級医をつなぐ支援ネットワーク
を構築。

途上国における医師の教育ツールとしての有用性を検証。
日本・ブラジルからの遠隔医療支援（実証準備中）
日本及びブラジルの専門医によるペルー医師の診療支援
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モバイルを活用した遠隔医療ネットワークの構築
 １０病院へ遠隔医療システムJoinを導入し、病院内連携、

病院間遠隔症例相談を実現
 チリにおける遠隔医療の臨床上の効果を検証、救命率の改善を確認
 チリ大学が中心となり実証事業を推進

<対象領域>
脳血管疾患 (心血管疾患、外傷etc.)

チリにおける医療ICTの取組み

病院内
多職種連携

遠隔脳卒中
コンサルテーション

中核病院
（チリ大学病院 etc.）

連携施設

南米チリにおける平成３０年度総務省委託事業
（プロジェクト予算１５万ドル公的予算１０００万円）
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モバイルを活用した遠隔医療ネットワークの構築
 ブラジルの20以上の病院への遠隔医療システムJoinを導入。
 ２～３地域の救急隊へJoinとトリアージアプリFast-EDを導入し、
救急隊-病院連携を実現。

 ブラジルにおける遠隔医療の臨床上の効果を検証し、救命率の大幅改善。
<対象領域>
脳卒中・心臓血管疾患 (心筋梗塞や大動脈解離等)

ブラジルにおける医療ICTの取組み

急性期医療連携
ネットワーク

病院内多職種連携

救急隊連携

南米チリにおける平成３０年度総務省委託事業
（プロジェクト予算２５万ドル公的予算２０００万円）
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SDGsにおける医療ICTの役割

SDGsにおける医療ICTの役割

１．医療ICTを我が国の巨大輸出産業に

２．世界医療の投資効率の良い改善と
ジャパン医療ブランドの輸出 ＆
一度の少額投資でインフラとして残る

３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
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SDGsにおける医療ICTの役割

SDGsにおける医療ICTの役割
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２．世界医療の投資効率の良い改善と
ジャパン医療ブランドの輸出

３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
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医療ICTベンチャーとしてのチャレンジ

病院のネットワークに

繋がっているから出来る事



29

医療情報を患者に提供
自身の医療・健康情報（パーソナルヘルスレコー
ド）をモバイルアプリに保存

地域連携で病院同士のシステムを連携するのは高額
患者自身に情報を提供（個人情報法的にも問題ない）

健康診断結果 画像検査結果 画像ビューワー
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医療ICTを使った地域医療情報連携

医師B
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医療ICTと医療情報から生まれる

ICT・データビジネス

をいくつかピックアップ

SDGsにおける医療ICTの役割
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新たなICT・データビジネス：民間保険会社によるPHRデータ二次利用

リスク（医療費）がわからずに保険に入れない人々を保障
（経済産業省の産業データ共有促進事業）

既往者の保険申し込み

病気や健康状態に
応じた保険商品
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新たなICT・データビジネス：保健指導会社によるPHRデータ二次利用

我が国における（特定）保険指
導は管理栄養士による電話口で
の指導が中心

運動量や健診結果や医療デー
タに基づいた指導が可能に

ユーザー側画面（スマホ）

実施率・継続率・効果の全てで改善
（経済産業省の産業データ共有促進事業）
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新たなICT・データビジネス：医療機関向けマーケティング・販売促進利用

臨床上で必要な情報を医療従事者の手元に届ける
（日本企業の海外進出にも貢献）

診断AIこのお薬Aが
適応です
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新たなデータビジネス：遠隔（AI）診断・治療アプリプラットフォーム利用

臨床をAIや専門診断プログラムが支援
（日本企業の海外進出にも貢献）

診断AI脳梗塞が疑
われます
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医療ICTとデータビジネスの

可能性は無限

SDGsにおける医療ICTの役割
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SDGsにおける医療ICTの役割
SDGsにおける医療ICTの役割

１．医療ICTを我が国の巨大輸出産業に

２．世界医療の投資効率の良い改善と
ジャパン医療ブランドの輸出

３．新たなデータビジネス・SDGsの創出
可能性は無限
多業種の国際展開のインフラに
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